
◇人口 【年齢別人口】 ◇災害対策本部（支部） ◇防災備蓄倉庫

■ 0～14歳 /

■ 15～64歳 /

■ 65歳以上 / ◇要配慮者利用施設

■ 昼夜間人口比

■ 1人世帯率

※（）内は市平均

◇世帯数

■ １世帯あたり人口

※（）内は市平均 【建築年代別木造非木造建物】

◇面積

■ 人口密度

※（）内は市平均

◇総建物数

■ 旧耐震基準建物

■ 新耐震年代の割合

※（）内は市平均

◇位置 ※ 令和3年1月1日現在

【町丁目・大字】

◇水防倉庫等

◇公民館

 5%

 43%

 52%

448 

6,065棟

区分

52人／ｋ㎡

2.09人／世帯

(27%) 766 

181人

1,588人

1,941人

101%  

29%  

S56年以後

S56年以後

1,778 世帯

(47%)22%

4,735棟 

(30.0%)

(102%)

木造

S35年以前 2,894 (445.7人/㎢)

1,175 

棟数

S36年～S55年 1,366 

信州新町支所

新町消防署

左右公民館

信級公民館

西部公民館

信州新町小学校

信州新町水内、信州新町上条、信州新町新町、信州新町里穂
刈、信州新町山上条、信州新町越道、信州新町山穂刈、信州新
町日原東、信州新町日原西、信州新町左右、信州新町信級、信
州新町竹房、信州新町下市場、信州新町牧野島、信州新町牧田
中、信州新町中牧、信州新町弘崎

消防団器具置場 23箇所5箇所水防倉庫 1箇所 消防団詰所

信州新町支所

75

2408

75

○

2 50 ○

2,020

0

75 0

140

毛布類（枚）トイレ（基）飲料水（ℓ）非常食（食）

0 ○

12 0 065～74歳

※ 年齢別人口・世帯数は住民基本台帳（令和3年4月1日）参照。
※ 昼夜間人口・１人世帯率は国勢調査（平成27年）と経済センサス・基
礎調査（平成26年）参照。（2.29人/世帯）

地 区 概 況 地区名 信州新町

0～3歳 0 0

12 0 0 ○

その他

4～14歳

○120

○400

154 

882 

１．基本情報 ３．防災関連施設

70.73ｋ㎡

15～64歳 121,588 

3,710人
区分 人数

27 

(12.2%)

(57.8%)

75歳以上 24

建築年

２．地域の取り組み

S46年～S55年 323 
非

木造

S45年以前 152 

障害
者

福祉
施設

長野市地域活動支援センターつくし,三津和園,長野市三津和園

高齢
者

福祉
施設

信州新町福祉センター高齢者講座,久米路荘,通所介護事業所信州新町デイサービスセンター,長野県厚生農業協同組合
連合会南長野医療センター新町病院,グループホーム福わらい

その
他の
施設

信州新町授産センター

公民
館

信州新町公民館

設置
場所

保育
園

（認定
子ど
も園

含む）

信州新町保育園

児童
福祉
施設

信州新町子どもプラザ

幼稚
園

1%
4%

43%

21
%

32
%

48
%

23
%

15
%

2%
5%

7%

信州新町地区

地区別防災カルテ　様式１－１



※1 避難所の収容人数は一人当たり3㎡、避難場所の収容人数は一人当たり2㎡で算出

※ ●は地震により孤立する可能性あり

2,823

92

828

589

6,428

23

1,505

97

85

161

88

○

○

○

○

1,030

204

9

7,377

100

1,469

489

48

43

1,216

2,706

97

119

995

86

368

59

82

13,596

○

○
２階以上

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
施設内

×

×

×

×

×

○

×

○
屋外

○
屋外

土砂災害

×

○
体育館内

○
施設内

○
施設内

×

×

×

×

○
施設内

×

○

×

○
施設内

×

○
施設内

×

×

×

○

×

×

○

×

○

×

○

○

○

×

×

×

×

○

×

○

×

○

○

×

○

○

×

×

×

下長井公民館

中長井振興館

上長井支館（上長井生活センター）

長野県長野西高等学校中条校

中条交流センター

中条体育館

長野市立中条中学校

長野市立信州新町小学校

中央区分館

宮遺跡公園

青木農業振興館

田頭生活センター（田頭公民館）

大野生活センター（大野公民館）

住良木団地公民館

道の駅「中条」ふるさと広場

健大岡神社

四ヶ村地区センター

和平地区センター

中牧地区センター

大岡活性化センター

長野市信更公民館分室（/星空の郷たかの）

旧更府小学校

南部構造改善センター

集落名

想定地震

糸魚川-
静岡断層
（全体）

長野盆地
西縁断層

中尾 ● ●

菅沼 ● ●

栃ノ木 ● ●

左右 ●

岩下 ● ●

中村 ● ●

中塚 ● ●

宇内坂 ● ●

外味藤 ● ●

左右礼 ● ●

●

萩野 ● ●

４．避難所・避難場所

避難所（屋
内）収容人

数（人）

中福 ● ●

柳高 ● ●

川名 ● ●

高見 ● ●

岩本 ● ●栃久保 ● ●

37

地 区 概 況 地区名 信州新町

広域
避難
場所

施設名
広域
避難
場所大規模な火事地震洪水等

適性 避難所（屋
内）収容人

数（人）

避難場所
収容人数

（人）

適性

洪水等 土砂災害 地震 大規模な火事

250

0

14

25

343

×

×

×

×

○

×

想定地震

糸魚川-
静岡断層
（全体）

長野盆地
西縁断層

５．孤立集落（地震）

0

209

15

9

17

7

48

○
施設内

268

7

集落名

想定地震

糸魚川-
静岡断層
（全体）

長野盆地
西縁断層

×

×

×

○

○

×

×

○

○

○

○

21

14

×

×

×

×

×

0

145

×

○
施設内

○
施設内

○
施設内

○

×○

×

250

380

10

696

○

×

○
施設内

10

191

10

9

43

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

11

8

5

154

5

8

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×○

○

○

○

×

○

0

集落名

細尾 ●

○
施設内

0

施設名

水内公民館

○

○

×

×223

○

○

57

110

×

×

27

499

1,021

545

5

避難場所
収容人数

（人）

67

5,499

信州新町体育館

長野市立信州新町中学校

信州新町運動場

信州新町保育園

津和コミュニティーセンター

枌の木公民館

峰組公民館

本村公民館

1,631

4,280

4,443

万福寺

信州新町信州犀川交流センター

信級公民館

長野県篠ノ井高等学校犀峡校

牧野島公民館

牧郷研修センター

下中山生活改善センター

竹房交流センター

星空の郷たかの（/信更公民館分室）

×

8

1,288

900

地区別防災カルテ　様式１－２



防災アセスメント調査（地震）

長野盆地西縁断層
●震度予測図 ●地震動による建物被害率（全壊） ●地震被害予測結果

▼地震動

▼建物被害

▼火災被害数（冬の１８時の場合）

▼人的被害（冬の１８時の場合）

▼ライフライン被害

▼被害の様子

糸魚川-静岡構造線断層帯（全体）
●震度予測図 ●地震動による建物被害率（全壊） ●地震被害予測結果

▼地震動

▼建物被害

▼火災被害数（冬の１８時の場合）

▼人的被害（冬の１８時の場合）

▼ライフライン被害

▼被害の様子

地区名 信州新町

震 度 震度５強～震度７

全壊 752棟 12.4%
半壊 1,095棟 18.0%

全出火件数 2件 0.0%
炎上出火件数 1件 0.0%
残出火件数 0件 0.0%
焼失棟数 0棟 0.0%

死　　者 46人 1.2%
負 傷 者 292人 7.9%
重 傷 者 135人 3.7%

自力脱出困難者 50人 1.4%
避難者（1日後） 547人 14.7%
避難者（2日後） 1,187人 32.0%

避難者（1週間後） 1,005人 27.1%
避難者（1ヶ月後） 951人 25.6%

震 度 震度６強～震度７

最大震度7の強い揺れや土砂災害が予測され、また古い木造建物
が多いことから、全壊建物約750棟（全壊率約12％）、46名の死者が
予測される。多くの集落の孤立が予測される。

上水道管被害 22箇所
都市ガス停止戸数（直後） 0戸

全壊 3,087棟 50.9%
半壊 755棟 12.5%

全出火件数 7件 0.1%
炎上出火件数 4件 0.1%
残出火件数 4件 0.1%
焼失棟数 123棟 2.0%

死　　者 177人 4.8%
負 傷 者 584人 15.7%
重 傷 者 521人 14.0%

自力脱出困難者 219人 5.9%
避難者（1日後） 2,024人 54.5%
避難者（2日後） 2,174人 58.6%

避難者（1週間後） 2,109人 56.9%
避難者（1ヶ月後） 2,074人 55.9%

最大震度7の強い揺れや土砂災害により、全壊建物約3,100棟（全壊率
約51％）、177名の死者が予測される。冬18時の想定では延焼火災によ
る被害が予測される。多くの集落の孤立が予測される。

上水道管被害 88箇所
都市ガス停止戸数（直後） 0戸

50％以上

20～50％

10～20％

～10％

全壊なし

地震動による全壊率
50mメッシュ別

50％以上

20～50％

10～20％

～10％

全壊なし

地震動による全壊率
50mメッシュ別

震度4

震度5弱

震度5強

震度6弱

震度6強

震度7

震度分布
50mメッシュ別

震度4

震度5弱

震度5強

震度6弱

震度6強

震度7

震度分布
50mメッシュ別

地区別防災カルテ　様式２－１



防災アセスメント調査（水害・土砂災害）

●水害・土砂災害危険箇所
▼土砂災害警戒区域

▼土砂災害特別警戒区域

▼土砂危険箇所（県建設部所管）

▼浸水想定区域

▼孤立可能性のある集落

▼災害履歴

▼防災課題

※

地区名 信州新町

土石流 39箇所
急傾斜地 107箇所
地すべり 49箇所

土石流 42箇所
急傾斜地 445箇所
地すべり 64箇所

土石流 30箇所
急傾斜地 306箇所
地すべり －

想定最大規模 最大20.0m
太田川[計画規模] 最大2.0m
当信川[計画規模] 最大5.0m

中福
栃久保
中尾
菅沼
細尾
萩野

左右礼
中塚

宇内坂
外味藤
左右
岩下
中村

栃ノ木
高見
岩本
柳高

　全域に土砂災害の警戒区域、危
険箇所があり、警戒が必要である。
警戒区域内にも避難所があるため、
早期の安全な避難への対応が課題
である。土砂災害による河道閉塞等
にも注意が必要である。
　土砂災害により18集落で孤立の可
能性があり長期避難への対応が必
要である。
　中部で犀川のはん濫により最大
20.0mの浸水が想定されており、住
民の安全な避難支援が必要であ
る。

最大規模浸水想定区域はおよそ1000年に1回の確率の最大規模降雨による浸水状況をシミュレーションで求めたもので、令和4年1月末公表済みの結果について全て重ね合わせたものです。その他の計画規模浸水想定区域は
最大規模浸水想定区域にかからない中小河川においておよそ100年に1回の確率の降雨による浸水の状況をシミュレーションで求めたものです。想定される浸水が実際と異なる場合があります。

川名

氾濫流

河岸侵食

家屋倒壊等氾濫想定区域

20m以上

10～20m未満

5～10ｍ未満

3～5m未満

0.5～3m未満

浸水深 0.5m未満

想定最大規模浸水想定区域
令和4年1月時点公表済みの河川による

5m以上

2～5ｍ未満

1～2m未満

0.5～1m未満

浸水深 0.5m未満

計画規模の浸水想定区域

想定最大規模浸水想定区域以外の
平成27年以前に公表されていた河川の

地すべり

土石流

急傾斜地

土砂災害警戒区域

土石流

急傾斜地

土砂災害特別警戒区域

地すべり危険箇所

土石流危険渓流

土石流危険区域

急傾斜地崩壊
危険箇所

土砂災害危険箇所
県建設部所管のその他の

鉄道(新幹線以外)

新幹線

水防倉庫

防災備蓄倉庫

避難所

緊急輸送道路

水面

災害の種類により使用不可となる
場合がある(様式1-2参照)

地区別防災カルテ　様式２－２



防災関連施設位置図
地区名 信州新町

凡例
避難所

避難場所

広域避難場所

防災関係機関
（国・県・市の役所等）

公民館

病院

応急救護所設置施設

消防団詰所

消防団器具置場

防災備蓄倉庫

水防倉庫

保育所施設
（保育園、認定こども園）

幼稚園
（上記の保育所施設以外）
その他の要配慮者利用施設

「*」は複数の登録施設が存在

緊急輸送道路（高速道路）

緊急輸送道路（県一次）

緊急輸送道路（県二次）

緊急輸送道路（市）

新幹線

鉄道（新幹線以外）

防災行政無線

水域

地区別防災カルテ　様式３


